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相模原市農業委員会第９回会議議事録 

 

開 会 日 時 令和元年１１月２９日 午後１時３１分 

閉 会 日 時 令和元年１１月２９日 午後３時３８分 

開 催 場 所 市役所第２別館３階 第３委員会室 

出 席 委 員 （○印） 

① 西 山  和 秀 ⑧ 中 里  州 克 ⑮ 榎 田  和 子 

② 八 木  拓 美 ⑨ 市 川  忠 孝 ⑯ 藤 村  達 人 

③ 關 山  富 雄 ⑩ 小 林  康 史 ⑰ 髙 橋  三 行 

④ 古 木  清 ⑪ 齋 藤  憲 一 ⑱ 天 野  明 

⑤ 江 藤  昭 利 ⑫ 菱 山  喜 章 ⑲ 加 藤  正 博 

⑥ 阿 部  健 ⑬ 八 木  健 一   

⑦ 渋 谷  利 雄 14 金 井  睦   

出席委員 １８名 

欠席委員 １名（１４番金井睦委員） 

傍聴人  ０名 

 

事 務 局 相澤博 鈴木和夫 伊藤和彦 松島政幸 一之瀬素弘 中山隆司 

 齋藤綾子 山田彩奈     

 

議事録署名人 議 長 

 

     議席６番 

 

     議席９番 
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会議に付した事件 

日程 番 号 件          名 

１  会務報告 

２  第５回農地利用最適化推進委員連絡会報告 

３ 議案第５３号 農地法第３条の規定による許可申請について 

４ 議案第５４号 農地法第４条の規定による許可申請について 

５ 議案第５５号 農地法第５条の規定による許可申請について 

６ 議案第５６号 農地法第３条の規定による許可申請について 

７ 議案第５７号 農地法第５条の規定による許可申請について 

８ 議案第５８号 農用地利用集積計画の決定について 

９ 議案第５９号 農用地利用集積計画の決定について 

１０ 議案第６０号 農用地利用集積計画の決定について 

１１ 議案第６１号 農用地利用集積計画の決定について 

１２ 議案第６２号 農用地利用集積計画の決定について 

１３ 報告第５３号 相続税の納税猶予に関する適格者証明について 

１４ 報告第５４号 農地所有適格法人の報告について 

１５ 報告第５５号 非農地証明書の発行について 

１６ 報告第５６号 
国税徴収法による滞納処分に係る農地等の現況照会に対する調査結果

の報告について 

１７ 報告第５７号 
地目変更登記に係る農地等の現況照会に対する調査結果の報告につい

て 

１８ 報告第５８号 相続等による農地の権利取得届出の受理の報告について 

１９ 報告第５９号 市街化区域内農地の転用届出の受理の報告について 

 
議事の内容 次のとおり 
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議長（八木会長） 
ただいまから、相模原市農業委員会第９回総会を開催いたします。 

ただいまの出席委員は１８名で、定足数に達しております。 

本日、金井睦委員より欠席の旨の通告がありましたので、ご報告いたします。 

次に、本日の総会の議事録署名委員につきましては、６番阿部健委員、９番市川忠孝

委員をご指名いたします。 
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日程１ 会務報告 

 
議長（八木会長） 
それでは、これより日程に入ります。 
日程１「会務報告」をいたします。 
鈴木次長に報告いたさせます。 

事務局（鈴木次長） 
それでは、令和元年１０月３１日から令和元年１１月２８日までの主な会務について、

ご報告いたします。 
初めに、１．会議でございます。 
（１）県関係でございます。 
１１月７日、厚木市文化会館大ホールにおきまして、令和元年度神奈川県農業委員会

大会が開催されまして、農業委員１８名、農地利用最適化推進委員１１名が出席されて

おります。内容につきましては、神奈川県農業会議会長表彰ほかでございます。 
次に、１１月２０日、ＪＡグループ神奈川ビル２階講堂におきまして、神奈川県農業

会議常設審議委員会が開催されまして、八木会長、榎田委員が出席されております。内

容につきましては、農地法に係る諮問についてほかでございます。本市からは報告５件

となっております。 
次に、１１月２８日、メルパルクホールにおきまして、令和元年度全国農業委員会会

長代表者集会が開催されまして、八木会長ほかが出席しております。内容につきまして

は、活動事例報告、要請決議ほかでございます。 
続きまして、（２）市関係でございます。 
１０月３１日、市役所第２別館３階第３委員会室におきまして、農業委員会第８回総

会を行いまして、農業委員１９名が出席されております。内容につきましては、農地法

第３条の許可申請についてほかでございます。 
次に、１１月１日、職員会館４階第２会議室におきまして、第５５回相模原市農業ま

つり実行委員会検討部会が行われまして、私、次長が出席しております。内容につきま

しては、第５５回相模原市農業まつり集中行事についてほかでございます。 
次に、１１月８日、市役所第２別館３階第３委員会室におきまして、第５回農地利用

最適化推進委員連絡会を行いまして、農地利用最適化推進委員１６名、農業委員１６名

が出席されております。内容につきましては、農地中間管理事業についてほかでござい

ます。 
次に、１１月２１日、市役所本館５階会長室におきまして、役員会を行いまして、八

木会長、阿部副会長が出席されております。内容につきましては、総会提出案件ほかで

ございます。 
次に、裏面に移らせていただきます。 
２．その他でございます。 
（１）市関係でございます。 
１１月１０日、淵野辺公園におきまして、第５５回相模原市農業まつりが開催されま

して、八木会長、阿部副会長、農業委員５名、農地利用最適化推進委員４名、相澤事務
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局長、私、次長ほかが参加しております。内容につきましては、開会式への出席、活動

紹介、農業クイズほかでございます。 
次に、１１月１２日、緑区青根地内におきまして、農地再生モデル事業を行いまして、

農業委員８名、農地利用最適化推進委員８名、私、次長ほかが出席しております。内容

につきましては、津久井在来大豆収穫でございます。 
次に、１１月１４日、産業会館１階多目的ホールにおきまして、令和元年度大山丹沢

系鳥獣等問題市町村議員連絡協議会研修会が開催されまして、八木会長が出席されてお

ります。内容につきましては、野生鳥獣対策についてでございます。 
次に、１１月１６日、神奈川つくい農業協働組合本店２階第１会議室におきまして、

令和元年度ＪＡ神奈川つくい農産物共進会審査が行われまして、小嶋主査が出席してお

ります。内容につきましては、共進会の審査でございます。 
最後になりますが、１１月１７日、神奈川つくい農業協働組合本店ＪＡまつり特設ス

テージにおきまして、令和元年度ＪＡ神奈川つくい農産物共進会褒賞授与式が行われま

して、八木会長が出席されております。内容につきましては、褒賞授与でございます。 
以上で報告を終わります。 

議長（八木会長） 
ただいまの会務報告について、何かご発言がございましたら、お願いいたします。 

１６番（藤村委員） 
大山丹沢系鳥獣等問題市町村議員連絡協議会研修会に八木会長が出られているんで

すけど、どんな内容だったか紹介していただきたい。 
議長（八木会長） 
大山丹沢山系の鳥獣等問題市町村議員連絡協議会主催で行われまして、研修内容は野

生鳥獣対策についてということで、麻布大学獣医学部動物行動管理学研究室の加瀬ちひ

ろ先生から、柿などを木にならせたままだったり、野菜の残渣を捨てたりということで、

民家の近くに人間が餌場をつくっていて、鳥獣がおいしいものに慣れて近づいてきてい

るということで、地域的に、皆さんで協力して、餌場をなくしたり、山と畑の境界を見

通しのいいような形で、巣をつくらせないということを中心に講演していただきました。

私たちも頭の中ではわかっているんですけれども、地域みんなで協力して対策をしてい

かないと、野生動物は勉強して、楽をして栄養価の高い物が食べられるところへ、どん

どん集まってくるというお話をしていただきました。 
１６番（藤村委員） 
ありがとうございました。 

議長（八木会長） 
よろしいでしょうか。 
ほかに何か、ご発言ございますか。 
なければ、以上で会務報告を終わります。 
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日程２ 第５回農地利用最適化推進委員連絡会報告 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程２「第５回農地利用最適化推進委員連絡会報告」をいたします。 
阿部副会長から報告をお願いいたします。 

委員長（阿部副会長） 
１１月８日に行われました第５回相模原市農地利用最適化推進委員連絡会の結果を

報告いたします。配付されております資料を見ていただきたいと思います。 
４の議題でございます。 
（１）台風１９号に伴う災害及び対応状況について、事務局長から、台風１９号に伴

う主な被害状況等について説明がございました。 
（２）農地中間管理事業について、神奈川県農業公社中島現地駐在員から、農地中間

管理事業の推進に関する法律等の一部改正について説明がありました。委員からは、農

協と農地中間管理機構の連携等について質問がありました。 
（３）相模原市農業委員会事務専決規程の一部改正について、事務局から、相模原市

農業委員会事務専決規程の一部改正について説明がございました。 
（４）農地の利用状況調査及び利用意向調査について、事務局から調査の流れや台風

１９号の被害に伴う調査内容の変更について説明がございました。 
裏面に移っていただきまして、（５）令和２年度相模原市農地等の利用の最適化の推

進に関する意見に対する回答について、事務局から提出しました意見に対する市の回答

について報告がありました。回答に対する質問票の提出について、依頼がありました。 
（６）令和元年度神奈川県農業会議農政活動協力金について、事務局から、農政活動

協力金の概要及び事務日程について説明がありました。 
（７）第５５回相模原市農業まつりについて、事務局から、ブースの内容や啓発活動、

協力依頼について説明がありました。 
（８）相模原市農協、神奈川つくい農協との意見交換会の延期について、事務局から、

台風１９号の被害に伴う意見交換会の延期ということで連絡がありました。 
（９）２０２０農林業センサスについて、市情報政策課統計班山下総括副主幹から、

農林業センサスの調査の概要、調査員の協力依頼について説明がありました。 
（１０）１０月までの活動報告について、特に報告はございませんでした。 
（１１）その他について、事務局から、次回個別報告会の日程について連絡がありま

した。また、県農業会議から提出された農業委員等の綱紀粛正についての説明がござい

ました。 
以上、報告を終わります。 

議長（八木会長） 
報告が終わりました。ただいまの報告について、何かご発言がございましたら、お願

いいたします。 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
それでは、以上で第５回農地利用最適化推進委員連絡会報告を終わります。 
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日程３ 議案第５３号 農地法第３条の規定による許可申請について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程３議案第５３号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（松島所長） 
それでは１ページをご覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第５３号 農地法第３条の規定による許可申請について。別紙農地の所有権移転

等許可申請収受番号３－１０１０は、農地法第３条の規定により適切と認められるので、

許可するものとする。令和元年１１月２９日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、２ページをご覧ください。 
収受番号３－１０１０は、三ヶ木に住む譲受人が被相続人の農地を遺贈により取得す

る申請です。現地の状況につきましては、スクリーンをご覧ください。案内図は１ペー

ジをご覧ください。斜線部分が本案件の申請地です。申請地は、青山の畑、３筆、１,
６２４㎡です。今後の作付は、柿、イチジクの栽培を予定しています。審査基準につき

ましては、現地及び申請書で確認しています。全部効率利用要件については、経営農地

２筆、１,２６３㎡全て適切に管理されていることを確認しており、取得する農地と合
わせて２,８８７㎡となり、下限面積要件の２,０００㎡以上を満たしています。農作業
常時従事要件１５０日以上については、譲受人は５０日ですが、世帯員である父が

３００日、母が５０日で要件を満たしております。地域との調和要件については、周辺

の農地の利用に影響を与えないこと、周辺地域の農業経営との調和に努めることを確認

しています。以上４点、審査基準を満たしていることから、許可相当と判断しました。 
１点補足説明いたしますと、譲受人は被相続人の孫に当たる方となっております。 
以上でございます。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

やご意見はございませんか。 
津久井地区担当、榎田委員さん、お願いいたします。 

１５番（榎田委員） 
１１月２８日、現地を調査してまいりました。今、事務局から説明があったとおり、

祖母から孫への遺贈という形です。渡された地図を見てわかるとおり、入っていったと

ころの川沿いに２カ所、それから、道路沿いに１カ所、場所としましては、下のほうに

ぐるっと弓なりに道がありますが、これは左へずっと上っていくと青野原、青根に向か

う道です。今言った道は三太の里へ行く旧道になります。ですから、そこにイチジクを

植えて樹木が繁っても、周りの農地には全く影響ないところなので、問題ないと思いま

す。 
以上です。 

議長（八木会長） 
これより質疑に入ります。 
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質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第５３号について、原案に賛成の方は、挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 

 
議長（八木会長） 
挙手全員。 
よって日程３議案第５３号については、原案のとおり決定いたしました。 



 9

日程４ 議案第５４号 農地法第４条の規定による許可申請について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程４議案第５４号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（伊藤担当課長） 
それでは、３ページをご覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第５４号 農地法第４条の規定による許可申請について。別紙農地の転用許可申

請収受番号４－１２から４－１４及び４－１００４は相当とする理由があるので、農地

法第４条第３項の規定により意見を付して、市長あてに送付するものとする。令和元年

１１月２９日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、４ページをご覧ください。 
収受番号４－１２は、申請人が所有する磯部の農地、１筆、３３０㎡を駐車場として

転用するための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンをご覧ください。案

内図は２ページをご覧ください。農地区分は第２種農地です。申請理由といたしまして

は、不動産業者からの要望により、近隣の耕作者が使用する貸し駐車場として転用する

ための申請です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策

として、車両出入り口側を除き、安全鋼板で土留めをし、雨水については、砕石敷きに

よる敷地内浸透とする計画です。申請地は誠心相陽幼稚園の東約１７０ｍです。 
続きまして、収受番号４－１３は、申請人が所有する新磯野の農地、１筆、９９１㎡

を駐車場として転用するための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンをご

覧ください。案内図は３ページをご覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由

といたしましては、建設業者からの要望により、駐車場として転用するための申請です。

隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策として、車両出入

り口を除き、ブロック積み１段から３段で土留めし、越境防止策として、単管パイプ横

２段を設置する計画です。雨水については、砕石敷きによる敷地内浸透とする計画です。

申請地は市立若草小学校の南西約２５０ｍです。 
続きまして、収受番号４－１４は、申請人が所有する新磯野の農地、１筆、９９１㎡

を車両置き場として転用するための申請です。現地の状況につきましては、スクリーン

をご覧ください。案内図は４ページをご覧ください。農地区分は第３種農地です。申請

理由といたしましては、自動車販売業者からの要望により、車両置き場として転用する

ための申請です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策

として、車両出入り口側を除き、土留め鋼板で土留めし、雨水については、砕石敷きに

よる敷地内浸透とする計画です。申請地は市立若草小学校の南西約５５０メートルです。 
以上で本庁分の説明を終わります。 

事務局（松島所長） 
続きまして、津久井事務所管内の１件を説明いたします。同じく４ページをご覧くだ

さい。 
収受番号４－１００４ですが、現地の状況につきましては、スクリーンをご覧くださ

い。案内図は５ページとなりまして、斜線部分が本案件の申請地となります。本案件は、
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申請人が所有する緑区小原の農地、１筆、１,１３９㎡のうち２０８.９㎡を自己住宅と
して転用するための申請です。申請理由といたしましては、居住していた自宅が台風

１９号により全壊し、新たに自己住宅を建築するためでございます。農地区分は第２種

農地です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、隣接地への土留

め策として、道路側を除き、新設石積み及び新設土留め矢板で土留めする計画で、雨水

は浸透処理施設による敷地内浸透とする計画です。申請地は小原宿本陣の北約２,
１００ｍです。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

やご意見はございませんか。 
収受番号４－１２から４－１４については、南区担当委員さん、お願いいたします。 

１番（西山委員） 
１１月２１日に現地確認に行ってまいりました。 
まず、４－１２ですが、面積的には３３０㎡ということで、全体の中から見ると狭い

場所を近くの耕作者のために貸すということですが、この写真には写っていませんけれ

ども、この手前のほうが道路になっています。３.６ｍ道路ですが、桑の木とか雑木等
がありまして、車の通行にはかなり難がある場所で、道路も結構ガタガタでした。です

から、場所的に、畑だけ見て駐車場ということに関しては問題ないのですが、ここに行

くまでの道路があまりにも狭いので、その辺が問題はなかろうかという疑問はあります

けれども、ほかの農地に入るにも駐車場が必要ですので、そういう目的のための駐車場

であればよろしいかと思います。 
続きまして、４－１３ですが、写真を見ても、周りはかなり荒廃といいますか、荒れ

ております。この地域におきましては、このような場所がかなり多く、ここなどは、ま

だ、きれいになっているほうです。ですから、そういう目的できれいにして対応するの

であれば、これもまたよろしいかなと思いますので、ご賛同いただきたいと思います。 
続きまして、４－１４に移ります。ここも左右奥を見ていただければ、ご覧のとおり

の場所でして、ただいまの４－１３と同じように、きれいにして車両置き場、隣も既に

車両置き場として使われておりますし、同等の使用であれば、可能ではなかろうかと。

また、見ていただいて、きれいになっていますので、環境問題からしても、きれいにし

て使うのがこの地域におきましては一番の対応策かと思いますので、ご理解とご賛同い

ただければと思います。よろしくお願いいたします。 
議長（八木会長） 
続きまして、収受番号４－１００４については、相模湖地区担当さん、お願いいたし

ます。 
５番（江藤委員） 
１１月２５日に現地調査に行ってきました。ここから、ここに建てるんですけれども、

手前に橋があるんですが、被災された方は、ここから約２００ｍぐらい上のほうに自宅

がありまして、ほとんど山が崩れまして、自宅が使えない状態です。道路も、この橋ま

では使えるんですけれども、この上はほとんど台風で使えない状態になっております。

場所的には、国道２０号から約２キロぐらい中に入ったところでして、本人は今、底沢
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集会所で生活されているということですから、致し方ないのではないかなと思います。

よろしくお願いします。 
議長（八木会長） 
これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第５４号について、原案に賛成の方は、挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 

 
議長（八木会長） 
挙手全員。 
よって日程４議案第５４号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程５ 議案第５５号 農地法第５条の規定による許可申請について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程５議案第５５号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（伊藤担当課長） 
それでは、５ページをご覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第５５号 農地法第５条の規定による許可申請について。別紙農地の転用を伴う

所有権移転等許可申請収受番号５－９から５－１５及び５－１０３８から５－

１０３９は、相当とする理由があるので、農地法第５条第３項において準用する同法第

４条第３項の規定により意見を付して、市長あてに送付するものとする。令和元年

１１月２９日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、６ページから１１ページをご覧ください。本庁分を説明いたします。 
収受番号５－９は、譲受人の的場土建有限会社が、譲渡人が所有する田名の農地、１筆、

１,９８３㎡の所有権移転を受け、資材置き場として転用するための申請です。現地の
状況につきましては、スクリーンをご覧ください。案内図は６ページをご覧ください。

農地区分は第３種農地です。申請理由といたしましては、現在使用している資材置き場

を返却し、事務所近くに新たに資材置き場を確保するための申請です。隣接地への被害

防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策として、車両出入り口を除き、ブ

ロック積み２段から３段及び万能鋼板で土留めし、雨水については、砕石敷きによる敷

地内浸透とする計画です。申請地は塩田八景公園の北西約３００ｍです。 
続きまして、収受番号５－１０は、譲受人の株式会社トーシンリフォームが、譲渡人

が所有する麻溝台の農地、１筆、４７２㎡の所有権移転を受け、資材置き場及び駐車場

として転用するための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンをご覧くださ

い。案内図は７ページをご覧ください。農地区分は第２種農地です。申請理由といたし

ましては、現在使用している資材置き場が手狭なため、新たに資材置き場及び駐車場を

確保するための申請です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、

土留め策として、車両出入り口を除き、万能鋼板で土留めし、雨水については、砕石敷

きによる敷地内浸透とする計画です。申請地は三ノ原公園の南西約２２０ｍです。 
続きまして、収受番号５－１１は、譲受人の合同会社中村が、譲渡人が所有する下溝

の農地、１筆、６８４㎡の所有権移転を受け、資材置き場及び駐車場として転用するた

めの申請です。現地の状況につきましては、スクリーンをご覧ください。案内図は７ペ

ージをご覧ください。農地区分は第２種農地です。申請理由といたしましては、現在使

用している資材置き場を返却し、新たに資材置き場及び駐車場を確保するための申請で

す。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策として、車両

出入り口を除き、万能鋼板で土留めし、雨水については、砕石敷きによる敷地内浸透と

する計画です。申請地は三ノ原公園の南西約２００ｍです。 
続きまして、収受番号５－１２は、譲受人の株式会社西野工務店が、譲渡人が所有す

る下溝の農地、３筆、５９７㎡の所有権移転を受け、資材置き場として転用するための

申請です。現地の状況につきましては、スクリーンをご覧ください。案内図は８ページ
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をご覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由といたしましては、現在使用し

ている資材置き場が事業規模拡大に伴い手狭となったため、新たに資材置き場を確保す

るための申請です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め

策として、車両出入り口を除き、北及び南側をブロック積み３段及び万能鋼板で土留め

し、西、東側は万能鋼板のみで土留めをする計画です。雨水については、砕石敷きによ

る敷地内浸透とする計画です。申請地は下溝古山公園の南東約２１０ｍです。 
続きまして、収受番号５－１３は、譲受人の株式会社ファーストワイズが、譲渡人が

所有する新磯野２丁目の農地、１筆、１２６㎡の所有権移転を受け、資材置き場として

転用するための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンをご覧ください。案

内図は９ページをご覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由といたしまして

は、現在使用している資材置き場がないため、新たに資材置き場を確保するための申請

です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策として、車

両出入り口を除き、西、南側を足場パネルで土留めし、北側は既存単管パイプを利用す

る計画です。雨水については、砕石敷きによる敷地内浸透とする計画です。申請地は市

立もえぎ台小学校の北西約１００ｍです。 
続きまして、収受番号５－１４は、貸し人が所有する下溝の農地、１筆、２,４４５㎡

を、借り人が賃借権設定により借り受け、資材置き場及び駐車場として転用するための

申請です。現地の状況につきましては、スクリーンをご覧ください。案内図は１０ペー

ジをご覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由といたしましては、現在使用

している資材置き場が事業規模拡大に伴い手狭となったため、新たに資材置き場及び駐

車場を確保するための申請です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確

化と、土留め策として、車両出入り口を除き、安全鋼板または既存ブロックで土留めを

し、雨水については、砂利敷きによる敷地内浸透とする計画です。申請地は下溝十三ノ

原公園の北東約１５０ｍです。 
続きまして、収受番号５－１５は、譲受人のサーティーフォー東京株式会社が、譲渡

人が所有する大島の農地、１筆、１,３２９㎡の所有権移転を受け、建築条件付宅地分
譲として転用するための申請です。案内図は１１ページをご覧ください。現地の状況に

つきましては、スクリーンをご覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由とい

たしましては、不動産業を営む法人が都市計画法第３４条第１１号による都市計画法に

よる市街化調整区域等における開発許可等の基準に関する条例で市長が指定した土地

の区域において、宅地８区画、道路、下水道施設及びごみ集積所の開発行為を行うため

の申請です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策とし

て、南側の出入り口を除き、ブロック積み１段から３段で土留めをし、雨水については、

浸透トレンチによる敷地内浸透とする計画です。汚水については、公共下水道に接続い

たします。申請地は中の郷あさひ公園の南約７０ｍです。 
以上で本庁分の説明を終わります。 

事務局（松島所長） 
続きまして、津久井事務所管内の２件を説明いたします。１１ページをご覧ください。 
初めに、収受番号５－１０３８は、譲渡人が所有の緑区小倉の農地、２筆、３４１㎡

を所有権移転して、自己住宅に転用するものです。現地の状況につきましては、スクリ

ーンをご覧ください。案内図は１２ページとなりまして、斜線部分が本案件の申請地と
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なります。申請理由は、譲受人は現在、親と同居しており、新たに自己住宅を建築する

ためでございます。農地区分は第２種農地です。隣接地への被害防除につきましては、

土地区画の明確化と、土留め策として、道路側を除き、新設のコンクリートブロック１段

から３段積みで土留めする計画で、雨水は浸透処理施設による敷地内浸透とする計画で

す。申請地は小倉自治会館の北西約３８０ｍです。 
続きまして、収受番号５－１０３９は、譲渡人が所有の緑区根小屋の農地、１筆、

８０㎡を所有権移転して、駐車場及び倉庫に転用するものです。現地の状況につきまし

ては、スクリーンをご覧ください。案内図は１３ページとなりまして、斜線部分が本案

件の申請地となります。申請理由は、現在居住している住宅敷地が手狭であり、新たに

駐車場及び倉庫敷地を確保するためでございます。農地区分は第２種農地です。隣接地

への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策として、自宅及び道路側

を除き、周囲を新設コンクリートブロック２段積み及び既設コンクリートブロックで土

留めする計画で、雨水は砂利敷きによる敷地内浸透とする計画です。申請地は金丸公園

の北東約５９０ｍです。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

やご意見はございませんか。 
収受番号５－９については、中央区担当の金井委員にお願いするところでございます

が、本日、欠席しております。金井委員より、１１月２４日に現地確認したところ、特

に問題はなかったとの報告を受けております。 
続きまして、収受番号５－１０から５－１２及び５－１４については、南区担当委員

さん、お願いいたします。 
３番（關山委員） 
５－１０と５－１１はちょうど隣り合わせになっているところでして、不耕作という

ことですが、荒廃しているわけではなくて、農地として使える状態になっておりました。

２０日に現地を見てきたんですけれども、周囲は北里大学病院の駐車場、手前は老人福

祉施設等がありまして、ここの土地を資材置き場、駐車場として所有権移転をするとい

うことですので、特に問題はないのではないかと判断をいたしました。ご審議のほど、

よろしくお願いいたします。 
５－１２ですけれども、同じく２０日に見てきたんですが、この写真のとおり、隣に

会社がありまして、その反対側は住宅があるんですが、境に木があったりしまして、３ｍ

の万能鋼板を立てるということですけど、家が離れていまして、特にその影響というの

はないように思われます。かえって、台風が来たときにはいいのかなという感じでして、

右側のほうは倉庫みたいのがあるので、万能鋼板の影響はないかなと思います。現在は

いろいろと耕作をされている状況ですけれども、ここも所有権移転をするということで、

問題ないかと思います。 
１つ飛ばしまして５－１４ですけれども、ここはきれいに耕作されているところでし

て、この写真のとおり、左右が資材置き場、駐車場になっております。いい畑ですけど、

やむを得ないと思います。特に問題はないと思いますので、ご審議のほど、よろしくお

願いいたします。 
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議長（八木会長） 
続きまして、収受番号５－１３については、南区担当委員さん、お願いいたします。 

１番（西山委員） 
１１月２１日に現地確認に行ってまいりました。左のほうに見えますのは消防署です。

案内図を見ますと、畑の中の一画のように見えますけれども、９ページの案内図、矢印

のあるところは、先般、非農地確認で、道路としての確認をいたしておりますので、道

路から真っすぐ入ってこられます。この右側の青い部分がそうなっております。兄弟で

分筆したようですが、この部分と手前のところが非常に荒れておりまして、奥のほうが

しっかりと耕作されておるという状況です。また、先ほどの地域と同じようなところに

ありまして、右奥のほうを見ますと、いろいろなものを積んだり、荒れたりしているよ

うな状況下ですが、こういうところは、やはり整備して、きれいにして使用していただ

ければ、他に与える影響も少なくなっていくのかなと解釈しておりますので、ご審議の

ほど、よろしくお願いいたします。 
以上です。 

議長（八木会長） 
続きまして、収受番号５－１５については、緑区担当委員さん、お願いいたします。 

４番（古木委員） 
１１月１８日に現地確認しました。地図では、コの字で、真ん中ちょっと右側の端の

下のほうは住宅です。この畑は、何も野菜を植えないけど、トラクターできれいにして

ある。今回は、家の赤い上のところに土を盛って、ブルドーザーで草を全部よけてある

土地ですけど、左右に４区画ずつの８棟という開発で、家を壊しながらやっていくとい

う感じで、家のところは宅地ですから農地ではないんですけど、１,６００㎡の開発で、
今回も住宅のところだけ外して、右側の家の庭が畑になっている状態で、瓦ぶきの屋根

が剝がれてしまっています。要は、農地としてはきれいで、問題ないのではないかと思

いますので、よろしくご審議をお願いします。 
議長（八木会長） 
続きまして、収受番号５－１０３８については、城山地区担当委員さん、お願いいた

します。 
１１番（齋藤委員） 
１１月２５日に現地を調査いたしました。当案件は、いずれにしても市街化調整区域

の件が挙がってくるわけですけど、所有権を移転して、譲受人が自己住宅を建設するも

ので、農家の分家住宅に相当する内容です。２筆で３４１㎡ということで第２種農地、

現況は見ていただければわかるように、耕作しているというより、非常にきれいに整備

されているような状況でした。一帯は住宅が非常に多い地域になっておりまして、今の

写真は南、左側にブロックがあるのが北側ですけど、ここに１軒住宅があって、手前が

道路で、手前に住宅が何軒かありまして、先ほど耕作してありましたのが南側の場所で

すけど、結構、住宅が多い場所というのが実態でございます。ただ、１１ページに農振

の地域内という表示がされていまして、これは農振地区、この一帯、一部、住宅も多い

んですけど、農振地区になっているのかなと、私自身、担当しているんですけど、この

上は一帯、全部そうですけど、いずれにしても、住宅の建設ということなので、法的に

開発許可というものが出ている、あるいは今後とるということなのか、そういうことで
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あれば、分家住宅ということなので問題はない。特に建てる場所については、周りに迷

惑がかかったり、近隣の人に聞いていますけど、問題があるような場所ではございませ

んので、その点は特に心配はないと思います。ご審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 
以上です。 

議長（八木会長） 
続きまして、収受番号５－１０３９については、津久井地区担当委員さん、お願いい

たします。 
９番（市川委員） 
１１月２７日に現地を確認してまいりました。現場はほとんど、以前に分譲されたよ

うな場所で、この場所も８０㎡というところで、それから、一時、畑みたいにつくって

いたということで、今回、再度、提出ということになったらしいんですけど、ここの道

を挟んで見えない左側のほうが大きい駐車場になっていまして、その先が崖ということ

で、この奥の白い壁が見えますが、ここの人がここへ駐車場と物置を立てると聞いてご

ざいます。あとは事務局の説明どおりで、よろしくご審議いただきたいと思います。 
議長（八木会長） 
それでは、これより質疑に入ります。 

１１番（齋藤委員） 
収受番号５－１４、約２５アールかな、２反ある大きい、非常に立派な畑ですけど、

周りはいろいろ転用がかかっているような場所になっていて、仕方ないということです

が、１０ページのところに、農振という場所に地域内と書いてあるのは、ここは農振地

区ですか。その点を１点聞きたいのと、当然、議案に上がってきていることですから、

問題ないということだと思うんですけど、農振地区内という判断で、資材置き場とか駐

車場、こういうものについては法的にはクリアされているという受けとめでよろしいん

でしょうか。 
事務局（伊藤担当課長） 
こちらは、議案にあるように、農振地域内ですけれども、第三種農地の要件がとれて

しまうところでして、農振地域内で何をやってはいけないとか、そういう縛りはないの

で、駐車場や資材置き場または家を建てることも、条件がそろえばできます。農振の中

で、なおかつ農用地であれば当然できませんけれども、農振農用地外なので、基本的に

は転用ができてしまうというところです。 
１１番（齋藤委員） 
はい、わかりました。結構です。 

１６番（藤村委員） 
法律上そういうことだと思うんですけど、この畑は、非常にきれいにつくられている

というか、家庭菜園というよりは、本格的な農家の方がやられていると思うんですが、

つくられているのは、例えば新規就農者とか、どういう方がつくられたんでしょうか。 
事務局（伊藤担当課長） 
この土地については、特に利用権とか設定がないので、譲渡人が耕作しているのでは

ないかと思われます。 
１６番（藤村委員） 
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そうですか、はい。 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第５５号について、原案に賛成の方は、挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 

 
議長（八木会長） 
挙手全員。 
よって日程５議案第５５号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程６ 議案第５６号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程７ 議案第５７号 農地法第５条の規定による許可申請について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程６議案第５６号、日程７議案第５７号につきましては、関連議案になり

ますので、２議案を一括して議題に供したいと思いますが、ご異議ございませんか。 
 

[ 異議なしの声 ] 

 
議長（八木会長） 
ご異議なしと認めます。 
それでは、議案第５６号、議案第５７号を一括して議題に供します。事務局に議案の

朗読及び説明をいたさせます。 
事務局（松島所長） 
それでは１２ページをご覧ください。議案を朗読します。 
議案第５６号 農地法第３条の規定による許可申請について。別紙農地の所有権移転

等許可申請収受番号３－１００８から３－１００９は、農地法第３条の規定により適切

と認められるので、許可するものとする。令和元年１１月２９日提出。相模原市農業委

員会会長。 
それでは、１３ページをご覧ください。 
収受番号３－１００８、３－１００９は、貸渡人２名が所有する緑区青野原の農地、

２筆、２,３９９㎡について、その上部に営農型太陽光パネルを設置するため、区分地
上権を設定するものです。現地の状況につきましては、スクリーンをご覧ください。案

内図は１４ページをご覧ください。斜線部分が本案件の申請地です。申請理由ですが、

申請地は解除条件付法人のさがみこファームが令和元年９月より利用権設定を受けて

いる農地で、その上部に借受人のたまエンパワー株式会社が太陽光パネルを設置し、発

電及び売電を行うためです。なお、太陽光パネルを設置するための支柱につきましては、

農地法第５条の一時転用許可が必要で、後ほど、関連議案として説明いたします。営農

者のさがみこファームでは、申請地でポット栽培によるブルーベリー栽培を予定してお

り、今後、環境が整い次第、養液栽培を展開していく計画となっております。作物への

影響についてですが、太陽光パネルの高さは、地上２.４ｍから２.５ｍとなっており、
農作業を効率的に行う空間を確保していること、ブルーベリーの生育に適した日照量を

確保できていることから、作物への影響はないものと判断いたしました。 
続きまして、関連議案となります議案第５７号の収受番号５－１０３７について説明

いたします。１４ページをご覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第５７号 農地法第５条の規定による許可申請について。別紙農地の転用を伴う

所有権移転等許可申請収受番号５－１０１７は、相当とする理由があるので、農地法第

５条第３項において準用する同法第４条第３項の規定により意見を付して、市長あてに

送付するものとする。令和元年１１月２９日提出。相模原市農業委員会会長。 
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それでは、１５ページをご覧ください。 
収受番号５－１０３７は、貸渡人が所有の緑区青野原の農地、２筆、２,３９９㎡の

うち、１.２４㎡に賃借権を設定して、営農型太陽光パネルの支柱部分を一時転用する
ものです。現地の状況につきましては、スクリーンをご覧ください。案内図は１４ペー

ジとなりまして、斜線部分が本案件の申請地です。申請理由は、借受人は太陽光発電事

業を営んでおり、申請地の上部に太陽光パネルを設置するため、支柱を設置し、発電及

び売電を行うためです。 
次に、一時転用面積の積算ですが、支柱１本当たりの面積は１１６.６４㎠、㎡に換

算すると０.０１１６６４㎡となります。案内図右側の筆２６９番では、４０本の支柱
を設置するので、面積は０.４７㎡となります。案内図左側の筆２７５番では、６６本
の支柱を設置するので、面積は０.７７㎡となり、合計で１.２４㎡の一時転用となりま
す。基礎部門となる杭は、長さ２ｍ、直径７６㎜のスクリューぐいを深さ１.７ｍまで
打ち込みます。その杭に支柱をジョイントさせ、高さ２.４ｍから２.５ｍの支柱を設置
いたします。この工法は、営農型発電設備を設置する際の一般的な工法で、強度などに

ついて問題ないものと考えております。農地区分は農用地区域内農地です。隣接地への

被害防除は、農地全体に浸透性防草シートを敷き、雨水及び土砂の流出を防ぐ計画です。

申請地は緑区役所青野原出張所の東約１,６６０ｍです。 
補足をいたしますと、今回の営農型発電設備に係る転用許可の基準になりますが、簡

易な構造で容易に撤去できる支柱であること、下部の農地における営農の適切な継続を

前提とするもので、太陽光パネルの枚数や設置間隔などが作物の生育に適した日照量を

保つ設計であるほか、太陽光パネルの地上高や支柱の間隔が効率的に営農できる空間を

確保することが必要とされております。 
許可後の営農に関してですが、地域の平均的な単収と比較して２割以上減少している

場合や、農作物の品質に著しい劣化が生じている場合は、適切に営農が継続されていな

いと判断し、設備撤去の指導を行うこととなります。 
また、農作物の収穫状況につきましては、毎年１月末までに報告することとなってお

りますが、今回の申請地ではブルーベリー栽培を行うこととしていまして、４年目から

本格的な収穫を予定しております。このため、申請の最初の３年間につきましては、栽

培管理が適切になされ、通常どおり、生育段階に至っているかというものを確認するこ

ととしております。こうした適切な営農が継続されておれば、今回、一時転用期間３年

となっておりますが、満了時に改めて許可申請をいただいて、更新することが可能とな

っております。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

やご意見はございませんか。 
収受番号３－１００８、３－１００９及び５－１０３７については、津久井地区担当

さん、お願いいたします。 
２番（八木委員） 
１１月２７日、現地調査に行ってまいりました。国道からちょっとおりたところなの

で、畑としても、パネルを張るにしても、周りにはさほど影響はないのかなというとこ
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ろでして、一応、２枚になっていますが、間にちょっと、さほどの広さではないんです

けれども畑がありまして、そこの部分を境にはするんですけれども、１枚で事業を行う

のかなという感じです。畑については、多少、草はあるものの、トラクターなりを使え

ば、すぐにも使えるような形になって、問題ないかと思われます。 
補足についてですけれども、今回、営農型ソーラーシェアリングということで、相模

原で初めての事業案件になり、課題や不安要素などあるのかなとは思うんですけれども、

一応、今後を担う農法といいましょうか、モデル事業になり得るということで、農業委

員会、農政課で情報を共有しながら見守っていければいいかなと思いますので、ご審議

のほど、よろしくお願いします。 
議長（八木会長） 
それでは、これより質疑に入ります。 

１６番（藤村委員） 
私の手抜かりで確認を忘れたんですけど、前、何か出ていたものはこれでしたっけ？ 

事務局（松島所長） 
利用権を設定しています。 

１６番（藤村委員） 
利用権の設定で、今、太陽光ではなくて、土地自体はたまエンパワー株式会社に貸し

てくれというのが前回出ていて、貸してくれた土地にいろいろつけますよというのが今

回の申請ですか。 
事務局（松島所長） 
今回の営農者自体はさがみこファームという解除条件付法人がありまして、そこの土

地の上に太陽光パネルをつけるということで、今回の事業をされるたまエンパワー株式

会社に貸して、区分地上権を設定するということで、農地の支柱に上にパネルをつくる

という意味で、３条の申請が出ているという形になっております。 
１６番（藤村委員） 
この話は、１５ページを見ていただくとわかるように、農用地区なので、下手なこと

はできない場所ですけど、太陽光を推進している方は、農用地の中でそれを有効に使え

ないかということで、一応、お話としては、なかなか結構なお話のようです。ただ、先

ほどから出ているように、結構厳しいと思うんですけど、通常、農産物８割以上の収穫

を得なければいけないということは、これは農業委員会としても見せていただいて、許

可を出しただけではなくて、日常的に確認をして、適切に運営されているかどうかをチ

ェックする必要があると思います。 
事務局（松島所長） 
先ほど説明の中に、毎年、農業委員会で収穫状況を確認することになっておるんです

が、ブルーベリー自体が４年目から本格的な収穫を迎えるということで、それまでの間

は、順調にブルーベリーの苗がしっかり成長しているかというものは、農業委員会でき

ちんとチェックを行う必要があると考えています。 
１６番（藤村委員） 
３年目にできていなくても、では、やめろというわけにはいかないんですね。 

事務局（松島所長） 
しっかりと管理されていて、苗が順調に育っていることを確認しますので、もし委員
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がおっしゃるとおり、順調でないということがあれば、そこはしっかりと確認した上で

対応する必要があるかなと思っておりますが、こちらでもきちんとチェックする体制で

臨みたいと思っております。 
１８番（天野委員） 
この賃借権の設定と耐用年数の関係で、賃借権はどのくらいの期間で、これはどっち

が撤去するのか。会社のほうが撤去するといったら、全部費用がかかるという説明だっ

たんですが、そこら辺の指導はどうなっているか、わかったら教えていただきたいと思

います。 
事務局（松島所長） 
今回、賃借権につきましては、案件自体、３年という期間でございますが、きちんと

生育されているということであれば、更新が可能になっております。 
それから、費用の関係ですが、撤去費用につきましては、当然、今回の事業者である

たまエンパワー株式会社が、太陽光パネルの耐用年数が来た時点で撤去する契約にはな

っております。しかしながら、万が一に備えるということで、事業者が経営上問題があ

ってできないということになると、ここにこのまま太陽光が残ってしまう形になります

ので、その場合には、土地の地権者で太陽光パネルを撤去しますという承諾書を書面で

いただいております。 
以上です。 

１８番（天野委員） 
はい、わかりました。ありがとうございます。 

１７番（髙橋委員） 
太陽光パネルを立てるということは、送電の電柱がどういうふうに通るかというとこ

ろ。電柱の面積がこの畑にかかるならば、その面積も足さなければいけないのではない

かなとも思うんですけれども、いかがなものでしょうか。 
事務局（松島所長） 
当然、集約する施設というのは必要にはなっておるんですけれども、その部分につい

ては、今回、面積上は計算は含まれておらない形になっております。その点については、

今お答えできなくて申しわけないんですが、電気自体は、集約する施設から電柱を通じ

て確保ということになっております。 
１７番（髙橋委員） 
そうですね。だから、電柱を何本か立てないといけないのかなと私自身は思うんです

けれども。 
事務局（松島所長） 
一番直近の東京電力さんの電柱に接続する形での計画にはなっております。 

１７番（髙橋委員） 
そうだよね。８０ｍから、全体では百何ｍになるんだろうから、本当は電柱の位置が

欲しいんだな。 
事務局（松島所長） 
電気の集約のもの自体については、今回、電気事業に基づいて実施するということで

ありますので、基本的には転用自体の許可は要らないことにはなっています。 
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６番（阿部委員） 
今のところのチェックも必要なことだなと思ったことと、もう一つ、先ほどの話で、

ちょっと聞き漏らしたのかもしれませんけど、収量の関係、８割という話がありました

けど、作付は、こブルーベリーをすると、４年から５年しないと、通常なら収量が上が

ってこないんですけど、施設の設置というのはいつからするのかということ、その兼ね

合いによっては、８割かどうかという収量のチェック、どうやってしていくのかなとい

うのは、樹種によっても違うところだと思いますけど、一般的な樹種がこれだけとれま

すという定義を定めてやっているのか。これを農業委員会でチェックするときに、どう

やってしていくのかというのが、ちょっと曖昧なんじゃないか。 
１７番（髙橋委員） 
曖昧だよな、それはそうだ。４年目と５年目のときは違うんだな。 

６番（阿部委員） 
ですから、収量が先に決まっていて、その後に設置して、その８割が確保できている

ということにするのか、その辺のところがちょっと曖昧かなと思ったんですが。 
事務局（松島所長） 
まず、転用の許可がおりましたら、工事を進めて、来年の２月末時点では、苗の植え

つけ及び太陽光パネルは設置を完了すると伺っております。 
それから、農業委員会のチェックの体制ですが、毎年１月末に確認することとしてお

りますが、今回のさがみこファームでの収量の８割というところの確認ですが、このあ

たりの単収見込みというものが、農水省の特産果樹生産動態等調査というものをもとに

して当てはめますと、さがみこファームが、今回４年後、具体的にブルーベリーの収穫

が始まるわけですが、この２カ所の場所で収穫できる標準的なものが２９２㎏となりま

すので、この８割に当たります２３３.６㎏というものが基準の収量となりますので、
これを下回っている場合には、規定の収量までいっていないという話になりますので、

これ以上の収穫があることを業者に確認してまいりたいと考えております。 
以上です。 

１７番（髙橋委員） 
これを植えつけるのに、ポット栽培と聞きましたけれども、ポットの容量とかによっ

て収量がこういうふうに変わるとか、あるんでしょうか。栽培方法によって規定がある

ということもあるのかないのか。 
事務局（松島所長） 
先ほど申し上げた農水省の数字自体は、栽培の種を問わず、この収量という形になり

ますが、ポット栽培については、現在、環境が整っていませんので、当面は、ポット栽

培でない、普通の形で始めると聞いております。環境というのは、特に水の確保で、現

在、ほかの関係する役所と調整が終わっていないということなので、水の確保ができれ

ば、今後、ポット栽培ということで進めたいと聞いております。養液の栽培の形になり

ますと、より栄養が行き渡りやすくなり、作物の生育が早くなるということで、早くか

ら収穫を期待することができるわけですが、今後、通常の４年目からの収穫というもの

の中で、今は進めていると伺っております。 
１点補足で、図面上、このスクリーンの中に電柱が１本ありましたので、ここからつ

なげる形になっています。 
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議長（八木会長） 
ほかにはございませんか。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
農業委員も推進委員も農業委員会皆さんで注視しながら、また、ある程度進んだら、

現地を見に行くということも考えながら、ほかに御意見がなければ、お諮りしたいと思

いますけれど、よろしいでしょうか。 
 

[ はいの声 ] 

 
議長（八木会長） 
それでは、ただいま２議案を一括して説明を行いましたが、採決についても一括とす

ることで、ご異議ございませんか。 
 

[ 異議なしの声 ] 

 
議長（八木会長） 
ご異議なしと認めます。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第５６号、議案第５７号について、原案に賛成の方は、挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 

 
議長（八木会長） 
挙手全員。 
よって日程６議案第５６号、日程７議案第５７号については、原案のとおり決定いた

しました。 
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日程８ 議案第５８号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（八木会長） 
続きまして、日程８議案第５８号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明を

いたさせます。 
事務局（伊藤担当課長） 
それでは、１６ページをご覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第５８号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号３１－６１から３１－８９及び３１－１０３４から３１－１０６７は、農業経営基盤

の強化の促進に関する基本構想の利用権の設定等を受ける者の備えるべき要件に適合

しているので、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により農用地利用集積計

画を決定するものとする。令和元年１１月２９日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、１７ページから３９ページをご覧ください。 
本議案については、地権者と耕作者との相対での利用権設定のものになります。 
１７ページの整理番号３１－６１から２７ページの３１－８９までが本庁事務局管

内で、全て期間満了に伴う更新の申請です。２９件、５０筆、３５,７００.３０㎡にな
ります。 
続きまして、津久井事務所管内については、２７ページの整理番号３１－１０３４か

ら３９ページの３１－１０６７までで、同じく期間満了に伴い提出された申請で、

３４件、６１筆、４７,２９４㎡になります。 
３９ページをお開きください。整理番号３１－１０６７は、耕作者が世帯内で変更さ

れることによって新規扱いとなっておりますが、実際は更新と同様となります。 
本庁、津久井管内合わせて、合計で６３件、１１１筆、８２,９９４.３０㎡です。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第５８号について、原案に賛成の方は、挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 

 
議長（八木会長） 
挙手全員。 
よって日程８議案第５８号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程９ 議案第５９号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程９議案第５９号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（伊藤担当課長） 
それでは、４０ページをご覧ください。朗読いたします。 
議案第５９号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号３１－９０から３１－１７３は、農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想の利用

権の設定等を受ける者の備えるべき要件に適合しているので、農業経営基盤強化促進法

第１８条第１項の規定により農用地利用集積計画を決定するものとする。令和元年

１１月２９日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、４１ページから７５ページをご覧ください。 
本議案は、地権者から旧農地利用集積円滑化団体である相模原市農協が借り受けるた

めのもので、全て期間満了に伴う更新の申請で、８４件、１５０筆で、面積は１７１,
８６５㎡でございます。なお、次に読み上げる４件の農地については、相模原市農協が

中間保有します。 
まず、４５ページをお開きください。 
整理番号３１－１００の２筆のうち１筆、１,５３３㎡。 
次に、４７ページをお開きください。 
整理番号３１－１０６の２筆のうち１筆、１,８４８㎡。 
続きまして、６９ページをお開きください。 
整理番号３１－１５８の３筆のうち１筆、９５２㎡。 
最後に、７１ページをお開きください。 
整理番号３１－１６３の３筆のうち１筆、１,１２３㎡。 
また、この後の議案第６０号から議案第６２号までの説明の中で、旧農地利用集積円

滑化団体である相模原市農協については、相模原市農協と説明を省略させていただきま

す。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第５９号について、原案に賛成の方は、挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 
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議長（八木会長） 
挙手全員。 
よって日程９議案第５９号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程１０ 議案第６０号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程１０議案第６０号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をい

たさせます。 
事務局（伊藤担当課長） 
それでは、７６ページをご覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第６０号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号３１－１７４から３１－２１６は、農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想の利

用権の設定等を受ける者の備えるべき要件に適合しているので、農業経営基盤強化促進

法第１８条第１項の規定により農用地利用集積計画を決定するものとする。令和元年

１１月２９日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、７７ページから９９ページをご覧ください。 
本議案は、相模原市農協が地権者から借り受けた農地を耕作者に貸し出すものです。

件数は４３件、１０９筆、面積は１１７,５８２㎡です。 
なお、８３ページの整理番号３１－１８８の３筆のうち１筆、１,４６６㎡は、相模

原市農協が中間保有していた農地を新たに貸し出すもので、新規となります。 
また、前議案の第５９号で相模原市農協の借り受けとしては更新となっておりました

が、本議案での貸し出しの中で、耕作者が変更されることにより、次の５件、６筆、５,
９９２㎡については新規となります。 
７９ページをお開きください。 
整理番号３１－１７８。 
続いて、８１ページをお開きください。 
整理番号３１－１８５。 
続きまして、９０ページをお開きください。 
整理番号３１－２０５の５筆のうち１筆、４９７㎡。 
続きまして、９４ページをお開きください。 
整理番号３１－２１０。 
最後、９９ページをお開きください。 
整理番号３１－２１６の農地でございます。 
このほかは、期間満了に伴い、提出された更新の申請です。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
それでは、採決をさせていただきます。 
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議案第６０号について、原案に賛成の方は、挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 

 
議長（八木会長） 
挙手全員。 
よって日程１０議案第６０号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程１１ 議案第６１号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（八木会長） 
続きまして、日程１１議案第６１号を議題に供しますが、農業委員会等に関する法律

第３１条の規定により議事参与が制限されますので、〇〇番〇〇委員には、恐れ入りま

すが、ご退席をお願いいたします。 
 

〇〇番 〇〇 〇〇委員 退席 

 
議長（八木会長） 
それでは、日程１１議案第６１号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明を

いたさせます。 
事務局（伊藤担当課長） 
それでは、１００ページをお開きください。議案を朗読いたします。 
議案第６１号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号３１－２１７は、農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想の利用権の設定等を受

ける者の備えるべき要件に適合しているので、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項

の規定により農用地利用集積計画を決定するものとする。令和元年１１月２９日提出。

相模原市農業委員会会長。 
それでは、１００ページから１０２ページをご覧ください。 
整理番号３１－２１７は、相模原市農協が地権者から借り受けた農地を耕作者に貸し

出すもので、期間満了に伴う更新の申請です。また、１０筆のうち２筆、計２,７６６㎡
は耕作者が世帯内で変更されることにより新規となっておりますが、実際は更新と同様

です。件数は１件、１０筆、面積は１８,０７７㎡です。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第６１号について、原案に賛成の方は、挙手をお願いします。 
 

全員挙手 

 
議長（八木会長） 
挙手全員。 
よって日程１１議案第６１号については、原案のとおり決定いたしました。 
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議事が終了いたしましたので、〇〇番〇〇委員には、ご着席をお願いいたします。 
 

〇〇番 〇〇 〇〇委員 着席 
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日程１２ 議案第６２号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程１２議案第６２号を議題に供しますが、農業委員会等に関する法律第

３１条の規定により議事参与が制限されますので、〇番〇〇委員には、恐れ入りますが、

ご退席をお願いいたします。 
 

〇番 〇〇 〇〇委員 退席 

 
議長（八木会長） 
それでは、日程１２議案第６２号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明を

いたさせます。 
事務局（伊藤担当課長） 
それでは、１０３ページをご覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第６２号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号３１－２１８は、農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想の利用権の設定等を受

ける者の備えるべき要件に適合しているので、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項

の規定により農用地利用集積計画を決定するものとする。令和元年１１月２９日提出。

相模原市農業委員会会長。 
それでは、１０４ページをご覧ください。 
整理番号３１－２１８は、相模原市農協が地権者から借り受けた農地を耕作者に貸し

出すもので、期間満了に伴う更新の申請です。件数は１件、５筆、面積は３,５４２㎡
です。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第６２号について、原案に賛成の方は、挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 

 
議長（八木会長） 
挙手全員。 
よって日程１２議案第６２号については、原案のとおり決定いたしました。 
議事が終了いたしましたので、〇番〇〇委員には、ご着席をお願いいたします。 
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〇番 〇〇 〇〇委員 着席 
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日程１３ 報告第５３号 相続税の納税猶予に関する適格者証明につい

て 

 
議長（八木会長） 
続きまして、報告案件に移ります。 
日程１３報告第５３号について、事務局に報告事項の朗読及び説明をいたさせます。 

事務局（一之瀬総括副主幹） 
それでは、１０５ページをご覧ください。朗読いたします。 
報告第５３号 相続税の納税猶予に関する適格者証明について。別紙の者につき、租

税特別措置法第７０条の６第１項に規定する農業相続人と認め、同法施行令第４０条の

７第２項の規定による相続税の納税猶予に関する適格者証明書の発行について、相模原

市農業委員会事務専決規程第４条第１項第２号の規定により専決処理したので、同条第

２項の規定により報告する。令和元年１１月２９日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、１０６ページをご覧ください。今回、証明書を発行したのは３件になりま

す。 
整理番号１－３６につきましては、中央区田名に所在の７筆、４,６５３㎡の相続に

伴うもので、整理番号１－３７につきましては、中央区上溝に所在の３筆、２,３０８㎡
の相続に伴うものです。 
次の１０７ページをご覧ください。 
整理番号１－１００１につきましては、緑区町屋に所在の３筆、２,００６㎡の相続

に伴うものです。 
当該地の相続税の納税猶予の特例を受けるため、相続人により適格者証明願の提出が

あったものです。申請された農地につきましては、現地調査を行いまして、普通畑とし

て良好に管理されていることを確認いたしました。また、申請者につきましても、耕作

に必要な農機具を有していること、引き続き農業経営を行う意思がある旨を確認しまし

て、相続税の納税猶予に関する適格者であると判断をいたしました。 
よって、整理番号１－３６及び整理番号１－３７につきましては１０月１８日付で、

整理番号１－１００１につきましては、１０月１１日付で証明書を発行いたしました。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの報告について、ご発言がございましたら、お願いい

たします。 
１７番（髙橋委員） 
こういう形で相続をした場合、市街化区域内の農地については、生産緑地制度を申告

する必要があるんですか。あるいは申告しなくても、それが再びとれるかどうか、その

辺を聞かせてください。 
事務局（一之瀬総括副主幹） 
市街化の農地につきましては、生産緑地に指定されていないと納税猶予制度の適用を

受けることができませんので、順序的には、相続事由が発生した時点で生産緑地に指定
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されていなければ納税猶予の適用にならないという形になっております。 
１７番（髙橋委員） 
生産緑地に指定されていなかった農地を指定することができるか。 

事務局（一之瀬総括副主幹） 
亡くなられたときに指定されていないと、納税猶予の適用にはなりませんので、後付

けで生産緑地の指定はできても、納税猶予の適用にはなりません。 
１７番（髙橋委員） 
はい、わかりました。ありがとうございました。 

議長（八木会長） 
よろしいですか。 

議長（八木会長） 
ほかにございますか。 
以上で日程１３報告第５３号を終わります。 
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日程１４ 報告第５４号 農地所有適格法人の報告について 

 
議長（八木会長） 
日程１４報告第５４号について、事務局に報告事項の朗読及び説明をいたさせます。 

事務局（伊藤担当課長） 
それでは、１０８ページをご覧ください。朗読いたします。 
報告第５４号 農地所有適格法人の報告について。農地法第６条の規定により、別紙

のとおり農地所有適格法人報告書が提出されたので報告する。令和元年１１月２９日提

出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、１０９ページをご覧ください。 
株式会社相模ファームから報告書の提出があり、農地所有適格法人としての法人形態、

事業、議決権、経営責任者に関する各要件の全てを満たしております。報告書につきま

しては、１１０ページから１１２ページの内容となっています。 
続きまして、１１３ページをご覧ください。 
株式会社田名萩原農園から報告書の提出があり、農地所有適格法人としての各要件の

全てを満たしております。報告書につきましては、１１４ページから１１６ページの内

容となっております。 
続きまして、１１７ページをご覧ください。 
八咲生農園株式会社から報告書の提出があり、農地所有適格法人としての要件の全て

を満たしております。なお、こちらの法人は２年前に作付全てを露地野菜からワイン用

ブドウに切りかえ、収穫が決算ごととなったため、今回の報告では総売上高はゼロ円と

なっております。報告書につきましては、１１８ページから１２０ページの内容となっ

ております。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの報告について、ご発言がございましたら、お願いい

たします。 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
以上で日程１４報告第５４号を終わります。 
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日程１５ 報告第５５号 非農地証明書の発行について 

 
議長（八木会長） 
日程１５報告第５５号について、事務局に報告事項の朗読及び説明をいたさせます。 

事務局（松島所長） 
それでは、１２１ページをご覧ください。報告議案を朗読します。 
報告第５５号 非農地証明書の発行について。別紙の土地につき、非農地証明書交付

に関する事務処理要領により非農地であることを確認し、証明書の発行について、相模

原市農業委員会事務専決規程第４条第１項第２号の規定により専決処理したので、同条

第２項の規定により報告する。令和元年１１月２９日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、１２２ページから１２５ページをご覧ください。 
今回の非農地証明書の報告は、本庁管内、津久井事務所管内、合計８件です。 
非農地の状況の内訳としましては、建築物の敷地が４筆、資材置き場・駐車場等が６筆、

進入路が２筆、山林が１１筆、合計８件、２３筆で、８,２４３㎡です。いずれも神奈
川県が定める農地法の適用を受けない土地に係る運用指針に基づき、非農地証明書を発

行いたしました。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの報告について、ご発言がございましたら、お願いい

たします。 
１６番（藤村委員） 
今までもずっとこういう報告があったんですけど、ちょっと気になった、いろいろな

ところがあるんですけど、例えば１２２ページの１０－２０、地域内ですね。市街化区

域だったらしようがないかなと思うんですけど、堂々と２反歩も資材置き場でずっと置

いてあるというのは、どういう状態なんですかね。 
事務局（伊藤担当課長） 
非農地証明というのは、転用の許可をとらずに農地以外にしてしまった土地が該当し

ます。神奈川県の非農地の指針にあるんですが、その状態になってから１０年以上、市

から農地法に関して違反の指導等を受けたことがないものに関しては、県の指針によっ

て非農地扱い、非農地証明を発行することができることになっています。ただし、当然、

その中で農地区分がありますから、今の土地でいきますと、第３種農地に該当します。

要は、転用はできる立地基準であれば、第２種農地、第３種農地、そこで今言ったよう

に１０年以上、いわゆる違反転用をしていたところで、かつ、市からの違反指導がなか

ったところに関しては、非農地証明の発行手続の対象となっています。 
１６番（藤村委員） 
今年中に何かやろうといったときは農業委員会で審査を受けなければならない、

１０年たってしまったものは審査でなくて確認だけで終わり、そういうことですね。 
事務局（伊藤担当課長） 
地区担当委員さんと現地を確認して、署名をいただいて証明の発行手続を行っている

ところです。 
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議長（八木会長） 
今、事務局からお話もありましたけれども、農業委員さんが現地を確認して手続が進

められたということでございます。いずれの件についても、農業委員が現地を確認して

いますので、よろしくお願いいたします。 
ほかにございますか。 
なければ、以上で日程１５報告第５５号を終わります。 
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日程１６ 報告第５６号 国税徴収法による滞納処分に係る農地等の現

況照会に対する調査結果の報告について 

 
議長（八木会長） 
日程１６報告第５６号について、事務局に報告事項の朗読及び説明をいたさせます。 

事務局（伊藤担当課長） 
それでは、１２６ページをご覧ください。朗読いたします。 
報告第５６号 国税徴収法による滞納処分に係る農地等の現況照会に対する調査結

果の報告について。相模原市農業委員会事務専決規程第６条第１項第２号の規定により、

別紙農地に係る照会事案について調査結果を専決処理し、東京国税局長に対し報告した

ので、第６条第２項の規定により報告する。令和元年１１月２９日提出。相模原市農業

委員会事務局長。 
それでは、１２７ページをご覧ください。 
番号１は、１０月２３日付で、東京国税局より照会を受けた土地、１件、１筆です。

本件土地は市街化区域内の狭小土地のため、航空写真及び事務局の現地調査により、

１１月１日に非農地であることを確認し、１１月６日付で回答したものです。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの報告について、ご発言がございましたら、お願いい

たします。 
１７番（髙橋委員） 
滞納処分というのはどんな意味でしょうか。 

事務局（伊藤担当課長） 
税金を納めていない方に対して、多分、この土地を公売するための調査だと思います。 

１７番（髙橋委員） 
公売、公にね。 

事務局（伊藤担当課長） 
国の機関、公共団体ですから、公売になります。民間の金融業者とかがする場合は競

売になります。よろしいでしょうか。 
１７番（髙橋委員） 
はい。 

議長（八木会長） 
ほかにございませんか。 
以上で日程１６報告第５６号を終わります。 
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日程１７ 報告第５７号 地目変更登記に係る農地等の現況照会に対す

る調査結果の報告について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程１７報告第５７号について、事務局に報告事項の朗読及び説明をいたさ

せます。 
事務局（伊藤担当課長） 
それでは、１２８ページをご覧ください。朗読いたします。 
報告第５７号 地目変更登記に係る農地等の現況照会に対する調査結果の報告につ

いて。相模原市農業委員会事務専決規程第６条第１項第２号の規定により、別紙農地に

係る照会事案について調査結果を専決処理し、横浜地方法務局相模原支局登記官に対し

報告したので、第６条第２項の規定により報告する。令和元年１１月２９日提出。相模

原市農業委員会事務局長。 
それでは、１２９ページをご覧ください。横浜地方法務局相模原市支局より、１０月

１８日付で紹介を受けた土地、２件、２筆です。本案件は、農地転用許可済みであり、

原状回復命令を発する予定はなしとして、１０月３０日付で回答したものです。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの報告について、ご発言がございましたら、お願いい

たします。 
１６番（藤村委員） 
先ほどの質問と同類だと思うんですけど、市街化区域でありまして、非農地というこ

とで認めるのは全く問題ないんですが、例えば、私もこの土地の税額はわからないです

けど、宅地ですと、年間１８万円の税金がかかっている。５５年で、おおまかに１,
０００万円ぐらいの税金がかかっていたはずですけど、農地だと、とても安い値段です。

実際にどうなっていたかというのはわかりますか。  
事務局（伊藤担当課長） 
こちらの土地２筆につきましては、既に宅地となっておりまして、固定資産税・都市

計画税の課税も宅地で評価されています。申請人は不明ですけれども、今回、地目変更

の登記を行おうとしたときに、既に許可済みの土地ですから、農業委員会で発行する農

地転用の許可済証を添付すれば、こういう照会はなかったものです。それの添付がなく

て、登記をやってくれと登記所に提出したものですから、それに関して、農業委員会に

照会が来たという流れになります。 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
 

議長（八木会長） 
ほかにございますか。 
それでは、以上で日程１７報告第５７号を終わります。 
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日程１８ 報告第５８号 相続等による農地の権利取得届出の受理の報

告について 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程１８報告第５８号について、事務局に報告事項の朗読及び説明をいたさ

せます。 
事務局（伊藤担当課長） 
それでは、１３０ページをご覧ください。朗読いたします。 
報告第５８号 相続等による農地の権利取得届出の受理の報告について。相模原市農

業委員会事務専決規程第７条第１号の規定により、別紙相続等による農地の権利取得届

出の受理を専決処理したので、第６条第２項の規定により報告する。令和元年１１月

２９日提出。相模原市農業委員会事務局長。 
それでは、１３１ページをご覧ください。 
今回の届け出件数は、本庁管内の２件、１３筆でございます。現況が農地の筆につき

ましては、農業委員会によるあっせんの希望はございませんでした。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの報告について、ご発言がございましたら、お願いい

たします。 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
以上で日程１８報告第５８号を終わります。 
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日程１９ 報告第５９号 市街化区域内農地の転用届出の受理の報告に

ついて 

 
議長（八木会長） 
続いて、日程１９報告第５９号について、事務局に報告事項の朗読及び説明をいたさ

せます。 
事務局（伊藤担当課長） 
それでは、１３２ページをご覧ください。朗読いたします。 
報告第５９号 市街化区域内農地の転用届出の受理の報告について。相模原市農業委

員会事務専決規程第７条第２号及び第８条第２号の規定により、別紙農地の転用に係る

届出の受理を専決処理したので、第６条第２項の規定により報告する。令和元年１１月

２９日提出。相模原市農業委員会事務局長。 
それでは、１３３ページから１３５ページをご覧ください。 
第４条の届け出件数は、本庁分及び津久井事務所分を合わせて、１８件、３０筆です。 
続きまして、１３６ページから１４１ページをご覧ください。 
第５条の届け出の件数は、本庁分と津久井事務所分を合わせて、３３件、５１筆にな

ります。 
以上で説明を終わります。 

議長（八木会長） 
説明が終わりました。ただいまの報告について、ご発言がございましたら、お願いい

たします。 
議長（八木会長） 
よろしいですか。 
以上で日程１９報告第５９号を終わります。 
以上をもちまして、相模原市農業委員会第９回総会を終了いたします。 


